



















































成していた生命の維持と種の生存という生命過程 life process そのものであり、あらゆる〈社
会〉にみられる「一様化の要求 leveling demands」や「画一主義 conformism」は、究極的に
























[1895] 1977: 5＝1978: 54）、さらに〈社会〉を「道徳的実在 réalité」（Durkheim 1897: ⅹ＝1985: 
14）として規定した、エミール・デュルケーム Émile Durkheim の伝統に深く根ざしたもので
ある。  
パーソンズは、いわゆる「主意主義的 voluntaristic 行為論」の構想のなかで、規範的／条件




































まず注目されるのは、マイケル・ポランニーMichael Polanyi の「暗黙に知ること tacit 
knowing」の概念である。一般に「技能  skill」と呼ばれうるような行為にはかならず、本人に
は詳細に規定することができず、それ自体としては知られることのない、暗黙の規則にしたが

















ジョン・Ｌ・オースティン John L. Austin は、言語の役割を事態・事実の記述という点でし
かとらえない見方を「記述主義的誤謬‘descriptive’fallacy」として斥け、すべての発言が「行
為遂行的」であって、発言は、世界をたんに記述しているのではなく、同時に世界を構成して




















ソール・クリプキ Saul A. Kripke は、「規則は行為の仕方を決定できない。なぜなら、いか
なる行為の仕方も、その規則と一致させることができるから」という、ヴィトゲンシュタイン

















































	 こうした観点から、心についての独特の議論を展開したのは、ギルバート・ライル Gilbert 




































































マルコム・スペクターMalcolm Spector とジョン・キツセ John I. Kitsuse は、客観的主義
アプローチとの折衷によって輝きを失ってしまったレイベリング理論を、その革新性にたちも
どって、「定義主義アプローチ」として再生しようとした（Spector and Kitsuse 1087＝1990）。
それが、社会問題の構築主義にほかならない。	 
このような試みに対して、もっとも影響力の大きい批判を展開したのが、スティーブ・ウー







ウールガーとポーラッチの批判に対して、「厳格派」のピーター・イバラ Peter R. Ibarra と










デビッド・ボーゲン David Bogen とマイケル・リンチ Michael Lynch は、エスノメソドロ
ジーの立場から、そもそもメンバーの構築と社会学者の構築を区別するというアイデア自体に
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本章では、社会的構築主義と関係が深い言説分析 Discourse Analysis をとりあげ、会話分析
Conversation Analysis と言説分析の主張を比較検討することによって、あらためて認知主義
／記述主義の陥穽について考察する。	 
まず、1997 年から 1999 年にかけて、会話分析と批判的言説分析の名のもとに、エマニエル・
Ａ・シェグロフ Emanuel A. Schegloff とマーガレット・ウェザレル Margaret Wetherell そし

































































































































































































































































［傍点引用者］」（Foucault 2004a: 333＝2007: 403）が、内政にとっての根本的な対象と
なったからである。いいかえれば、そこで内政は、〈社会的なもの socialité〉（一八世紀には明





















































































































































成」（Durkheim 1897: 336＝1985: 375）であり、具体的には「自己本位主義 égoïsme、集団本

































ジル・ドゥルーズ Gilles Deleuze によって有名になった「管理社会が規律社会にとって代わ
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